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岩崎香氏　学位請求論文要旨（課程博士）
「人権を擁護するソーシャルワーカーの機能と役割に関する研究――精神保健福祉領域における実践過程
を通して――」
１．研究の目的と意義
昨今、判断能力が不十分な認知症高齢者、障害者等の人権という課題が注目を集めている。本論文では、
人権上の課題を多く残している精神障害者を対象としたソーシャルワークに焦点化し、ソーシャルワーカ
ー（以下ＳＷ）の人権を擁護する機能と役割を明確化し、機能が発揮されるための実践モデルを提示する
ことを目的としている。
２．研究方法
研究方法としては、第一次調査では、個別インタビューの結果から人権擁護にかかわる機能に関する整
理を行った。その結果、導き出された 6つの機能に関して、第二次調査として、フォーカス・グループ
インタビュー法を用いて調査を実施した。調査は、精神保健福祉分野の SW（9グループ、51名）の協
力を得て実施した。さらに、それらの機能を検証するために、障害当事者 3グループ、17名を対象とし
たフォーカス・グループインタビューを実施し、人権を擁護する SWの機能と役割に関する実践モデルを
提示した。
３．研究結果
結果から、アセスメント、情報提供、調整、代弁 ･代行、教育 ･啓発、ネットワーキング、ソーシャル
アクションという 7つの人権を擁護するソーシャルワーク機能を抽出した。
機能を発揮する前提として共通していたのは、専門職としての視点や姿勢、SWの立ち位置に関する発
言であった。日常業務の中で、前述したような SWとしての視点や、姿勢、立ち位置を意識させられるよ
うな場面に遭遇したときに、人権に関する「発見」が内発的動機となって、他のさまざまな機能を活用し
ながら、実践が展開されていると考えられる。また、「発見」は権利への「気づき」であると同時に、環
境や当事者ニーズに関するアセスメント機能でもあることが確認された。SW自身もまた、アセスメント
の対象であり、精神科医療という特殊な環境下では、「人権に敏感な職種」でありながらも、同時に「権
利を侵害する可能性」が語られ、内省する傾向が見られた。
情報提供機能は、個別の価値やニーズに応じて情報を提供する機能であり、アクセス権の保障、情報の
取り扱い等に関する倫理を含むものでもある。代弁・代行機能は、クライエントの主張を支援する機能で
あり、調整機能は、機関内外の人的・物的資源を活用し、クライエントのニーズに添う状況を創り出す機
能だと位置づけられる。その二つの機能は、先行研究でも人権擁護機能として採り上げられており、個別
の支援を中心に発揮される。
教育・啓発機能は、PSW、クライエント、家族、機関内外の専門職種、関係機関や市民、ボランティアなど、
多様な対象としており、個別に働きかける機能と、集団や地域を対象とする機能を結ぶ働きをもっている
と考えられる。ネットワーキング機能は SWが所属する機関内外を繋ぎ、コーディネートしていく機能で
あり、フィールドによる違いがより明確に現れていた。二次調査において、地域の SWから語られる創造
的な実践の中で、ネットワーキングという機能におさまらない部分をソーシャル ･アクションという形で
整理した。ソーシャルアクション機能は、法制度の変革を求め、新たな資源の創出を試みることなどを通
して、地域で暮らす障害者の権利を保障する積極的な機能だといえる。以上の結果から、SWの人権を擁
護する機能は、フィールドによって制約される側面を持ちながらも、ニーズに添うべく多様な形で発揮さ
れていることが明らかとなったのである。
つまり、SWのアセスメントは人権を擁護する入り口の機能であり、そこを起点に、ミクロな機能とマ
クロな機能が発揮される。その双方を取り結び、人々の意識変革や当事者のセルフ・アドボカシーの実現
に働きかける教育・啓発機能が働くことによって、7つの機能が循環し、SWの人権を擁護する実践プロ
セスが展開されると考えられるのである。
４．今後の課題
本研究は、フォーカス・グループインタビュー法の活用という点で、参加者がそこで新たな気づきを得
るという経験を共有できた。しかし、調査対象者が精神保健福祉領域のＳＷと精神障害をもつ当事者であ
る点で限界がある。また、ソーシャルワークにおける「人権擁護」の範囲に限定した研究内容となってい
るが、本来、「人権」にかかわる領域は幅広く、多様である。今後は、他領域における人権に関する研究
などを視野に入れながら、研究を継続していきたいと考えている。
　
